
こんにちは、そしてSTM32L4に組み込まれたオペアンプのプレゼ

ンテーションにようこそ。これは、アナログ信号の調整ために広く

使用されるこのIPの特長をカバーしています。
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STM32L4製品内の2つのオペアンプの各々は、外部スタンドアロ

ンオペアンプの必要性を低減することができる汎用のアナログア

ンプとして機能します。

これらのオペアンプは、ユーザに利用可能なすべての端子が使

用可能なスタンドアロンモードに設定することができるので、電圧

フォロワ、非反転と反転増幅器、さらに、ローまたはハイパスフィ

ルタのようなアナログフィルタとして使用することが可能です。そ

れらは、ADC入力のためのプリアンプとして動作することも可能で

す。
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STM32L4製品内部のオペアンプは、汎用レール･ツー･レールの

入力と出力を提供しています。入力オフセット電圧は、最小のオ

フセットを達成するために、アプリケーションでキャリブレーション

することができます。すべての端子は、任意のオペアンプの機能

が外付けの受動部品で構成することができるように、ユーザーに

よってアクセス可能です。高帯域幅を必要としない低消費電力ア

プリケーションの場合、VDDAから45μAしか消費しない低電力

モードが、使用可能です。電流センスアプリケーションの場合は、

専用の低リーク入力パッドが、BGAパッケージ132で提供されてい

ます。オペアンプは、電圧フォロワモードを含むオンチップ機能を

提供し、それらのダイ上の帰還抵抗はプログラマブルゲインアン

プ機能のために使用することができます。
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このスライドは、オペアンプのブロック図を示しています。

STM32L4は、2つのオペアンプを内蔵しています。複数のス

イッチは、異なる機能を設定するために使用されます。各オ

ペアンプは、異なるように構成することができます。
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オペアンプは、内部のスイッチが反転入力へ出力を接続する内

部電圧フォロワとして構成することができます。内部電圧フォロア

モードでは、オペアンプの反転入力に割り当てられたGPIOパッド

は、自由で、それはGPIO選択プロセスにおいて、その後割り当て

られる異なる機能で使用されるでしょう。
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オペアンプは、利用可能な4つの固定ゲインをもつ非反転増

幅器のモードをサポートしています。フィードバック抵抗は、プ

ログラマブルゲインアンプ機能をサポートするために、2、4、8

または16のゲインを持つように選択することができます。アナ

ログデジタルコンバータのフルダイナミックレンジが小振幅信

号に適用することができるように、ADC入力としてオペアンプ

を使用することも有益でしょう。
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オペアンプは、出力の外部接続とPGAモードを作成するための非

反転入力もサポートしています。これは、PGA構成にローパスフィ

ルタ特性を追加するための外部キャパシタの接続を可能にしま

す。
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オペアンプは、電流検出アプリケーションをサポートするために

非常に低リークの反転入力端子を持っています。専用パッドは、

BGA132パッケージでのみ利用可能であり、高精度の電圧変換

のための電流を可能にする1 nAのリークを持っています。
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オペアンプは、次のローパワーモードでアクティブです。ラン、

スリープ、ローパワーラン、ローパワースリープとストップ1

モード。ストップ2モードでは、オペアンプは使用できませんが、

そのレジスタの内容は保持されます。スタンバイまたはシャッ

トダウンモードでは、オペアンプは電源がパワーダウンし、よ

り高いパワーモードのいずれかに戻る場合は、使用のために

再初期化する必要があります。



次の表は、STM32L4のオペアンプの性能パラメータを示して

います。オペアンプは、レール-to-レールの入力および出力を

伴って、VDDA電源からの1.8～3.6Vで動作することができま

す。オフセット電圧は1.5 mVにまで較正することができます。

これは、ノーマルおよびローパワー動作モードを有していま

す。通常モードでは1.6 MHzのゲイン帯域幅を持つことができ、

低電力モードのみ0.42MHzのゲイン帯域幅を持っているが、

消費電力を低減するという追加の利点があります。 10〜

30μsの高速ウェイクアップタイムにより、それは常に有効に保

つ必要はなく、機能が必要なときにだけです。
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統合されたPGAは、A/Dコンバータのダイナミックレンジを向上さ

せることができるので、オペアンプは、ADC入力のプリアンプに適

しています。それは、オフチップスタンドアローンオペアンプを使

用する代わりにオンチップ電圧フォロワとして使用するのに便利

です。低バイアス電流は、電流検出機能のための電流電圧コン

バータとして適切に機能することを可能にします。
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これは、オペアンプに関連するペリフェラルの一覧です。必要に

応じて、詳細については、これらペリフェラルのトレーニングを参

照してください。
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